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(57)【要約】
【課題】水平分割駆動する液晶表示装置において、画面
内でのソース線の分断は、分断個所の近傍の画素行と他
の画素行とで表示状態に差異を生じる。
【解決手段】上側の表示領域のソース線３０ｕと下側の
表示領域のソース線３０ｄとの分断個所４０は、ソース
線３０とゲート線３２との交差部分に配置される。ソー
ス線３０のうち分断個所４０を配置されているゲート線
３２ａに重なる部分は、分断個所４０を配置されていな
いゲート線３２ｂに重なる部分と対比して、分断個所４
０にて除去された部分と同じ面積の拡張部分４６（突起
部４６ａ，４６ｂ）を付加された平面形状とされる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互間に液晶を挟んで対向配置された一対の基板の一方に、行列配置された画素の各行
に沿って延在され当該画素行へ画素信号の書き込みを可能とする選択電圧を印加する走査
配線と、前記画素の各列に沿って延在され前記選択信号を印加された前記画素行に前記画
素信号を供給する映像配線と、を備え、画面を水平分割した複数の表示領域ごとに垂直走
査を行う分割駆動方式の液晶表示装置であって、
　前記各映像配線は前記表示領域ごとに分断され、
　前記映像配線の分断個所は前記走査配線との交差部分に配置され、
　前記映像配線のうち前記分断個所を配置されている前記走査配線に重なる部分は、前記
分断個所を配置されていない前記走査配線に重なる部分と対比して、前記分断個所にて除
去された部分と同じ面積の拡張部分を付加された平面形状とされること、
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　相互間に液晶を挟んで対向配置された一対の基板の一方に、行列配置される画素の各行
に沿って延在され当該画素行へ画素信号の書き込みを可能とする選択電圧を印加する走査
配線と、前記画素の各列に沿って延在され前記選択信号を印加された前記画素行に前記画
素信号を供給する映像配線と、を備え、画面を水平分割した複数の表示領域ごとに垂直走
査を行う分割駆動方式の液晶表示装置であって、
　水平方向に隣接する前記画素間に設けられた画素分離領域を覆う遮光膜を有し、
　前記各映像配線は、前記画素分離領域を通って垂直方向に延びると共に、当該画素分離
領域内にて分断個所を設けて前記表示領域ごとに分断され、
　前記遮光膜は、前記分断個所に隣接する前記画素において、当該分断個所の近傍に水平
方向に突き出た凸部を有した平面形状とされると共に、前記分断個所に隣接しない前記画
素においても前記平面形状とされ、前記各画素における画素開口率を均等にすること、
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記遮光膜の前記凸部は、前記分断個所の近傍に生じる液晶の配向を制御できない領域
を覆うこと、を特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特に、画面を複数の表示領域に水平分割し、それらを並
列に垂直走査する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は薄型テレビ、パソコン、タブレット端末、スマートフォンなどの製品に
用いられている。特に薄型テレビに代表される大型パネルのアプリケーションでは、高精
細な画像表示、三次元表示及び動画質向上のため、４Ｋ解像度（４Ｋ２Ｋ）など画素数の
増大や、倍速、４倍速といった高フレームレートでの駆動への要求がある。これらの要求
は、画面の垂直走査において各水平走査線に割り当てられるデータ書き込み時間を短くし
、通常の駆動方法では画素へのデータ書き込み不足という問題を生じ得る。この問題の解
決策の一つとして、画面を複数の表示領域に分割し、データ書き込みを各表示領域に対し
て並列して行う分割駆動方式が知られている。例えば、下記特許文献１，２には画面を上
下２つの表示領域に水平分割する分割駆動方式の液晶表示装置が示されている。
【０００３】
　例えば、画面を上下２つの表示領域ＡＵ，ＡＤに水平分割する分割駆動方式では、上半
分の表示領域ＡＵのゲート線（走査配線）を順次選択する垂直走査と下半分の表示領域Ａ

Ｄのゲート線を順次選択する垂直走査とが並列して行われる。各表示領域ＡＵ，ＡＤにて
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選択された画素行に並列して映像信号を書き込むために、ソース線（映像配線）は領域Ａ

Ｕ，ＡＤ間の境界にて、領域ＡＵに配置されるソース線と領域ＡＤに配置されるソース線
とに分断される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２５８１６３号公報
【特許文献２】特開平１０－４８５９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　画面内でのソース線の分断は、分断個所の近傍の画素行の動作に影響を与え、当該画素
行と他の画素行とで表示状態に差異を生じるという問題があった。その影響の１つとして
、配向膜のラビング処理に関係するものがある。図４は水平分割駆動を行う従来の液晶表
示装置における、ソース線の分断個所の近傍の模式的な部分平面図である。ＴＦＴ基板に
は、薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：ＴＦＴ）１、ソース線２、ゲート線３が
形成され、その上に配向膜が積層される。当該配向膜はその下に形成されたソース線２の
段差の影響を受けて、その表面に起伏を生じる。ソース線２の近傍領域での当該起伏は、
ソース線２の分断個所４の近傍とソース線２のそれ以外の近傍領域とで異なる。その結果
、配向膜に対するラビングが十分になされず液晶の配向を制御できない領域は、分断個所
４の近傍領域ではそれ以外の近傍領域に比べて画素の有効領域（開口領域）側へ広がり得
る。例えば、図４に示すように、分断個所４の近傍に生じる配向制御不能な領域５は、画
素電極６が配置された画素の有効領域内にまで広がり得る。電圧印加により液晶を非透過
状態に制御する際に、配向制御できない領域では液晶は透過状態に留まる。よって、分断
個所４に有効領域が隣接する画素とそれ以外の画素とでは同じ画素データに対する輝度に
差異が生じるという問題があった。
【０００６】
　本発明は上記問題を解決するためになされたものであり、水平分割駆動する液晶表示装
置において、ソース線の分断個所に隣接する画素と、それ以外の画素とで表示状態に差異
が生じることを防止して、画質向上を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る液晶表示装置は、相互間に液晶を挟んで対向配置された一対の基板の一方
に、行列配置された画素の各行に沿って延在され当該画素行へ画素信号の書き込みを可能
とする選択電圧を印加する走査配線と、前記画素の各列に沿って延在され前記選択信号を
印加された前記画素行に前記画素信号を供給する映像配線と、を備え、画面を水平分割し
た複数の表示領域ごとに垂直走査を行う分割駆動方式の液晶表示装置であって、前記各映
像配線は前記表示領域ごとに分断され、前記映像配線の分断個所は前記走査配線との交差
部分に配置され、前記映像配線のうち前記分断個所を配置されている前記走査配線に重な
る部分は、前記分断個所を配置されていない前記走査配線に重なる部分と対比して、前記
分断個所にて除去された部分と同じ面積の拡張部分を付加された平面形状とされる。
【０００８】
　他の本発明に係る液晶表示装置は、相互間に液晶を挟んで対向配置された一対の基板の
一方に、行列配置される画素の各行に沿って延在され当該画素行へ画素信号の書き込みを
可能とする選択電圧を印加する走査配線と、前記画素の各列に沿って延在され前記選択信
号を印加された前記画素行に前記画素信号を供給する映像配線と、を備え、画面を水平分
割した複数の表示領域ごとに垂直走査を行う分割駆動方式の液晶表示装置であって、水平
方向に隣接する前記画素間に設けられた画素分離領域を覆う遮光膜を有し、前記各映像配
線は、前記画素分離領域を通って垂直方向に延びると共に、当該画素分離領域内にて分断
個所を設けて前記表示領域ごとに分断され、前記遮光膜は、前記分断個所に隣接する前記
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画素において、当該分断個所の近傍に水平方向に突き出た凸部を有した平面形状とされる
と共に、前記分断個所に隣接しない前記画素においても前記平面形状とされ、前記各画素
における画素開口率を均等にする。
【０００９】
　上記発明の好適な態様においては、前記遮光膜の前記凸部は、前記分断個所の近傍に生
じる液晶の配向を制御できない領域を覆う。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、水平分割駆動する液晶表示装置において、ソース線の分断個所に隣接
する画素と、それ以外の画素とで表示状態に差異が生じることを防止して、画質向上を図
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置における、ソース線の分断個所の近
傍の模式的な部分平面図である。
【図３】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置における、ソース線の分断個所の近
傍の模式的な部分平面図である。
【図４】水平分割駆動を行う従来の液晶表示装置における、ソース線の分断個所の近傍の
模式的な部分平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態（以下実施形態という）について、図面に基づいて説明する
。
【００１３】
［第１の実施形態］
　図１は、第１の実施形態に係る液晶表示装置１０の構成を示す模式図である。液晶表示
装置１０は、液晶パネル２０、走査線駆動回路２２ｕ，２２ｄ、映像線駆動回路２４ｕ，
２４ｄ、制御装置２６、バックライトユニット（不図示）及びバックライト駆動回路（不
図示）を備える。
【００１４】
　液晶表示装置１０は、例えば、ＩＰＳ（In Plane Switching）方式、かつアクティブマ
トリクス駆動方式である。液晶パネル２０は、間隙を設けて対向配置されたカラーフィル
タ基板とＴＦＴ基板とを備え、それらの間隙に液晶が充填される。
【００１５】
　ＴＦＴ基板の液晶側の面には、ＴＦＴ、ソース線、ゲート線、画素電極及び共通電極な
どが形成されている。具体的には、画素電極及びＴＦＴがそれぞれ画素配列に対応してマ
トリクス状に配置される。各画素には画素電極と同様、透明電極材からなる共通電極も配
置される。ソース線３０はＴＦＴの列（垂直方向の並び）ごとに設けられ、当該列の複数
のＴＦＴのソースに共通に接続される。ゲート線３２はＴＦＴの行（水平方向の並び）ご
とに設けられ、当該行の複数のＴＦＴのゲート電極に共通に接続される。ソース線３０は
、画素列間に設けられる画素分離領域に沿って配置され、ゲート線３２は、画素行間に設
けられる画素分離領域に沿って配置され、複数のソース線３０と複数のゲート線３２とは
互いに概ね直交して配置される。各ＴＦＴのドレインには当該ＴＦＴに対応する画素電極
が接続される。
【００１６】
　カラーフィルタ基板の液晶側の面には、ブラックマトリクス及びカラーフィルタが形成
される。ブラックマトリクスは遮光膜であり画素分離領域に形成される。
【００１７】
　ＴＦＴ基板及びカラーフィルタ基板はそれぞれ液晶に面する配向膜を備える。配向膜は
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ラビング処理を施される。
【００１８】
　各ＴＦＴはゲート線３２に印加される走査パルスに応じて行単位で導通状態を制御され
る。オン状態とされたＴＦＴを介して画素電極はソース線３０に接続され、ソース線３０
から画素値に応じた信号電圧（画素電圧）を印加される。共通電極は共通電極配線を介し
て各画素に共通な所定のコモン電位を印加される。液晶は画素電極と共通電極との電位差
に応じて生じる電界により画素ごとに配向を制御されて、バックライトユニットから入射
した光に対する透過率を変化させ、これにより表示面に画像が形成される。
【００１９】
　液晶表示装置１０は画面を上下２つの表示領域ＡＵ，ＡＤに水平分割した分割駆動方式
であり、領域ＡＵと領域ＡＤとは並列して垂直走査される。
【００２０】
　分割駆動を行うため、ソース線３０は領域ＡＵに配置されるソース線３０ｕと領域ＡＤ

に配置されるソース線３０ｄとに分断され、ソース線３０ｕ，３０ｄはそれぞれ映像線駆
動回路２４ｕ，２４ｄに接続される。また、領域ＡＵのゲート線３２は走査線駆動回路２
２ｕに接続され、領域ＡＤのゲート線３２は走査線駆動回路２２ｄに接続される。
【００２１】
　制御装置２６は、不図示のチューナやアンテナで受信した映像信号や、映像再生装置な
ど別の装置が生成した映像信号を入力される。制御装置２６は入力された映像信号に基づ
いて、各画素の階調値を示す画素データを生成し映像線駆動回路２４ｕ，２４ｄへ出力し
たり、液晶表示装置１０の各部へのタイミング信号を生成したりする。
【００２２】
　走査線駆動回路２２ｕ，２２ｄは領域ＡＵ及び領域ＡＤそれぞれのゲート線３２を順番
に選択し、選択したゲート線３２に走査パルスを出力する。これにより、選択された画素
行のＴＦＴがオンされる。
【００２３】
　映像線駆動回路２４ｕ，２４ｄはそれぞれ走査線駆動回路２２ｕ，２２ｄによるゲート
線３２の選択に同期して、当該行の各画素データに応じた電圧をソース線３０ｕ，３０ｄ
へ出力する。
【００２４】
　図２はソース線３０の分断個所の近傍における液晶表示装置１０の模式的な部分平面図
であり、ＴＦＴ３４、ソース線３０、ゲート線３２、画素電極３６及びブラックマトリク
ス３８の形状、配置が模式的に示されている。特に、画素電極３６は液晶の配向が制御さ
れる画素の有効領域を表すために描いており、実際の画素電極のパターンとは異なり得る
。ソース線３０ｕ，３０ｄの境目となるソース線３０の分断個所４０はソース線３０とゲ
ート線３２との交差部分に配置される。ソース線３０のうち、分断個所４０が配置される
ゲート線３２ａ上に重なる部分（重複部分４２ａ）と、分断個所４０が配置されないゲー
ト線３２ｂ上にて重なる部分（重複部分４２ｂ）との平面形状を対比すると、重複部分４
２ａは分断個所４０に配線材を有さないだけでなく、重複部分４２ａの面積を拡張する拡
張部分４６を付加されている点でも重複部分４２ｂと相違する。
【００２５】
　拡張部分４６の面積は、分断個所４０の削除されている配線の面積と同じになるように
する。これにより、ソース線３０とゲート線３２との重複部分に起因するゲート線３２の
負荷容量の増加量は、分断個所４０が配置されるゲート線３２ａとそれ以外のゲート線３
２ｂとで同じになり、各ゲート線３２の配線負荷を同一にすることができる。
【００２６】
　本願発明は上述したように、ソース線３０の分断個所４０の近傍の画素行とそれ以外の
画素行とで表示状態に差異を生じるという問題を解決することを目的としている。この点
に関し、本実施形態では分断個所４０を画素列間の画素分離領域ではなく、ゲート線３２
の上に配置したことにより、分断個所４０に起因するラビング不良領域（図４の領域５）



(6) JP 2013-167773 A 2013.8.29

10

20

30

40

50

が画素の有効領域に生じることが防止される。従って、上下の表示領域ＡＵ，ＡＤの境界
部分の画素行にて配向制御不能な領域が画素開口内に生じ、他の画素行と比べて表示状態
に違いが生じるという上述の問題が解決される。
【００２７】
　その一方で、ゲート線３２の上に重なるソース線３０のうち単に分断個所４０を除去す
るだけでは、分断個所４０が配置されるゲート線３２ａとそれ以外のゲート線３２ｂとの
配線負荷に違いが生じる。具体的には、ゲート線３２ａの配線負荷はゲート線３２ｂより
小さくなる。その結果、ゲート線３２ａに印加される走査パルスの波形鈍りはゲート線３
２ｂにおける波形鈍りより小さくなり、画素電極への画素電圧の書き込み動作の状態・条
件が、ゲート線３２ａで選択される画素行だけ他の画素行とは異なる。すなわち、ゲート
線３２ａで選択される画素行と他の画素行とで表示状態に違いが生じるという問題が発生
する。
【００２８】
　具体的には、ゲート線３２ａで選択される画素行では、走査パルスの立ち上がりが他の
画素行に比べて迅速となるので、ソース線３０に印加された画素電圧が他の行と比較して
良好に書き込まれる。よって、ゲート線３２ａで選択される画素行とその隣接行とで画素
値が同じであっても、ゲート線３２ａによる選択行は隣接行より明るく表示されるという
問題が生じる。
【００２９】
　また、ゲート線３２ａによる選択行と他の画素行とで表示状態に違いが生じるという上
記問題は、走査パルスの波形に応じて画素電極の電圧ＶＰの変動（フィードスルー）が異
なることによっても生じる。以下、この点について説明する。フレーム反転駆動では、画
素電圧は共通電極の電位ＶＣＯＭに対する極性を１フレームごとに反転され、画素電圧が
正極性の場合は、走査パルスの印加時に選択行にてＶＰは上昇し、一方、画素電圧が負極
性の場合はＶＰは下降する。走査パルスの立ち下がり時には、ＴＦＴのドレイン（又は画
素電極）とゲート線３２との間の寄生容量に起因してＶＰはやや低下する。この走査パル
ス立ち下がり時の電圧ＶＰの変動がフィードスルー電圧であり、ΔＶで表す。
【００３０】
　ΔＶはフレーム反転によって極性は変わらず、また走査パルスの立ち下がりが急峻であ
るほど大きくなるので、正極性の画素電圧を印加したときに設定されるＶＰと、負極性の
画素電圧を印加したときに設定されるＶＰとの中心電圧ＶＣＮＴは、ゲート線３２ａによ
る選択行とそれ以外の行とで差を生じる。具体的には、ゲート線３２ａによる選択行での
ＶＣＮＴは他の行より低くなる。ここで、ＶＣＮＴとＶＣＯＭとの間に差が存在すると、
直流電圧（ＤＣオフセット）が持続的に液晶に印加され、画像の焼き付きを生じ得る。そ
こで、ＶＣＯＭはＶＣＮＴに対する差を小さくするように調整される。その際、ＶＣＯＭ

はＶＣＮＴが画素電圧に応じて変化し得ることを考慮に入れて好適な値に調整される。し
かし、ゲート線３２ａに対応する行でのＶＣＮＴのシフトの影響まで含めて、ＶＣＯＭを
好適に調整することは困難である。例えば、分断個所４０が配置されない行においてＶＣ

ＯＭを好適に調整しても、ゲート線３２ａに対応する行では当該ＶＣＯＭとＶＣＮＴとの
差を十分には小さくできない。そのため、例えば、全体が白表示となる画像を１フレーム
期間表示した後に、中間調の画像を表示すると、ゲート線３２ａに対応する行での残像が
他の行より目立ち、ゲート線３２ａに対応する行とそれ以外の行との間に表示状態の違い
が生じる。
【００３１】
　そこで、本実施形態では上述したように重複部分４２ａに拡張部分４６を設けて各ゲー
ト線３２の配線負荷を均等にすることにより、分断個所４０をゲート線３２上に配置した
ことに起因する上述の問題の解決を図っている。
【００３２】
　図２では拡張部分４６の一例として、分断個所４０の両側のソース線３０、つまりソー
ス線３０ｕ，３０ｄそれぞれの端部から水平方向に突き出た突起部が設けられている。拡
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る。
【００３３】
［第２の実施形態］
　第２の実施形態に係る液晶表示装置の概略の構成は図１に示した上記実施形態の液晶表
示装置１０と基本的に同じである。以下の説明では、第１の実施形態と同様の構成要素に
は同一の符号を付して説明の簡素化を図る。本実施形態が第１の実施形態と異なる点は、
ソース線３０の分断個所の近傍の画素行とそれ以外の画素行とで表示状態に差異を生じる
という問題を解決する構成にある。以下、第１の実施形態との相違点を説明する。
【００３４】
　図３はソース線３０の分断個所の近傍における液晶表示装置１０の模式的な部分平面図
であり、ＴＦＴ３４、ソース線３０、ゲート線３２、画素電極３６及びブラックマトリク
ス６０の形状、配置が模式的に示されている。本実施形態ではソース線３０ｕ，３０ｄの
境目となるソース線３０の分断個所６２はゲート線３２上ではなく、画素列間の画素分離
領域に配置される。ブラックマトリクス６０は、分断個所６２に隣接する画素において、
分断個所６２の近傍に水平方向に突き出た凸部６４ａを有した平面形状とされる。凸部６
４ａは、ラビング不良に起因して分断個所６２の近傍に生じると考えられる液晶の配向制
御不能な領域（図４の領域５）を覆う大きさ・形状に形成される。分断個所６２の左右両
側に画素が存在する場合には、凸部６４ａも左右両側に形成される。
【００３５】
　また、分断個所６２に隣接していない画素におけるブラックマトリクス６０は、分断個
所６２に隣接する画素における凸部６４ａと同じ大きさ・形状の凸部６４ｂを有した平面
形状とされる。これにより、各画素における画素開口率が均等とされる。
【００３６】
　本願発明は上述したように、ソース線３０の分断個所６２の近傍の画素行とそれ以外の
画素行とで表示状態に差異を生じるという問題を解決することを目的としている。この点
に関し、本実施形態では分断個所６２の近傍に生じる配向制御不能な領域を凸部６４ａで
覆ったことにより、配向制御不能な領域にて液晶を透過した光が画素の輝度に寄与するこ
とが阻止される。よって、例えば、全体が黒表示となる画像において、分断個所６２の近
傍画素をその他の画素と同様の黒表示とすることができる。
【００３７】
　また、分断個所６２の近傍以外の画素に凸部６４ｂを設け、各画素の開口率を同じにし
たことにより、画素データが黒以外の輝度を示す場合においても、分断個所６２の近傍画
素とその他の画素とが同じ輝度で表示される。
【００３８】
　従って、上下の表示領域ＡＵ，ＡＤの境界部分の画素行と他の画素行との間に表示状態
に違いが生じるという問題が解決される。
【符号の説明】
【００３９】
　１０　液晶表示装置、２０　液晶パネル、２２ｕ，２２ｄ　走査線駆動回路、２４ｕ，
２４ｄ　映像線駆動回路、２６　制御装置、３０，３０ｕ，３０ｄ　ソース線、３２　ゲ
ート線、３４　ＴＦＴ、３６　画素電極、３８，６０　ブラックマトリクス、４０，６２
　分断個所、４２ａ，４２ｂ　重複部分、４６　拡張部分、６４ａ，６４ｂ　凸部。
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